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研究成果の概要（和文）：東日本大震災後の復興道路の建設において，非常に広範なエリアに凍結防止剤を大量
散布する過酷な凍害・塩害環境で，工期・建設資材・人材の制約条件が大きい中で，100年の耐久性を有する構
造物を建設するための品質確保マネジメントシステムを構築し，実装するための研究を行った。施工状況把握チ
ェックシートと目視評価法を組み合わせた品質確保システムを構築し，コンクリートの緻密性を表面吸水試験等
で評価する仕組みも取り入れた。品質確保システムは，橋台等の一般的な構造物とトンネル覆工コンクリートに
対して構築した。

研究成果の概要（英文）：After the Great East Japan Earthquake in March 2011, construction of a 
highway network totaling 584 km called the “Revival Road” was launched in the disaster area. This 
highway network includes some 200 new bridges and some 100 new tunnels. Quality management system 
for concrete structures was established utilizing “Construction Conditions Tracking Check Sheet” 
and “Visual Evaluation Method”. Furthermore, a new method to evaluate covercrete quality was 
installed in the system to achieve truly long-life infrastructures. Two quality management systems 
were established for normal concrete structures and for tunnel lining concrete.

研究分野：土木工学
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１．研究開始当初の背景 
 東日本大震災後，東北地方が力強く復
興するための復興道路，復興支援道路の建
設が加速している（図-1）。リアス式の沿
岸域などに津波，大地震の影響を受けない
ように，非常に多くの橋梁とトンネル構造
物が短期間に建設される。凍結防止剤を大
量散布する環境であり，過去に同地域に建
設されたコンクリート構造物は著しい凍
害・塩害により劣化している。短期間に建
設された構造物が一斉に劣化する事象は，
高度成長期に建設されたインフラ群で我が
国はすでに経験しており，同じ過ちを犯す
わけにはいかない。コンクリート構造物の
耐久性を確保するためには，塩分を含む水
の排水処理などの設計面での対策に加えて，
表層のかぶりコンクリートの緻密さ（表層
品質）が極めて重要である。しかし，一般
競争入札の浸透に伴う過度な競争，細骨材
（砂）などの材料の不足，人材不足などの
影響により，現場での施工の影響を大きく
受けるコンクリート構造物の品質確保は，
従来よりもさらに困難な状況にある。 
このような状況において，100 年の耐久
性を有する復興道路を建設するためには，
緻密なかぶりコンクリートを達成するため
の品質確保マネジメントシステムを構築し，
広大なエリアに実装する必要がある。本研
究では，研究代表者および研究分担者が平
成 19 年度から深く関与してきた山口県の
ひび割れ抑制システムの成果)を復興道路
の品質確保に応用する。山口県のひび割れ
抑制システムの核の一つである施工の基本
事項の遵守が達成される仕掛けと，研究代
表者が開発した目視評価法と表面吸水試験
3)による表層品質評価を組み合わせた
PDCAシステムを構築し，実装する。 
 
２．研究の目的 
 東日本大震災後の東北地方が力強く復興
するための復興道路の建設が加速している。
非常に広範なエリアに，凍結防止剤を大量
散布する過酷な凍害・塩害環境で，工期・
建設資材・人材の制約条件が大きい中で，
100 年の耐久性を有するコンクリート構造
物を建設するための品質確保マネジメント
システムを構築し，実装する。申請者らが
開発した目視評価法や表面吸水試験を活用
して実構造物の品質を評価し，同じく申請
者らが開発した施工レベル向上のための
「施工状況把握チェックシート」を復興道
路版に改良して，耐久的な構造物が建設さ
れる PDCAシステムを構築する。システム
の実装は東北地方整備局と連携して行い，
構造物のデータベース，品質確保の研修シ
ステムの構築を行う。東北で実装されるマ
ネジメントシステムの各地域への展開を実
践する。 

３．研究の方法 
 復興道路の品質確保のためのコンクリー
ト構造物の表層品質の評価は，申請者らが
深く関与する形で，すでに平成 25年度に橋
梁下部工等での試行工事が始まっている。
試行工事をフル活用して表層品質の評価手
法の有効性の検証と施工の基本事項が遵守
される仕組みの構築に着手している。平成
26 年度からは橋梁上部工とトンネルの品
質確保システムの構築に着手し，実効性を
広いエリアの多くの構造物で検証する。目
視評価法と表面吸水試験の技術的な課題の
解決とともに，デジタルデータの効率的な
蓄積のためのタブレットシステムを開発す
る。新たに開発する施工状況把握チェック
シートと表層品質評価手法による産官学協
働の PDCAシステムのフィロソフィーを啓
蒙するための研修会の開催と，研究分担者
と連携しての日本の各地域への展開も行う。 
 
４．研究成果 
 東日本大震災後の復興道路の建設におい
て，非常に広範なエリアに凍結防止剤を大量
散布する過酷な凍害・塩害環境で，工期・建
設資材・人材の制約条件が大きい中で，100
年の耐久性を有する構造物を建設するため
の品質確保マネジメントシステムを東北地
方整備局に構築し，実装するための研究を行
った。施工状況把握チェックシートと目視評
価法を組み合わせた品質確保システムを構
築し，コンクリートの緻密性を表面吸水試験
等で評価する仕組みも取り入れた。品質確保
システムは，橋台等の一般的な構造物とトン
ネル覆工コンクリートに対して構築した。具
体的には，「コンクリート構造物の品質確保
の手引き（案）」を，橋脚・橋台・函渠・擁
壁編と，トンネル覆工コンクリート編の二つ
を作成し，東北地方整備局から通知した。こ
れらは，品質確保の試行工事で活用されてい
る。 
 品質確保システムにより，従来の構造物よ
りも品質が向上していることも定量的に明
らかになったが，システムの効果の体系的な
分析は今後の研究により継続する。 
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